
1 ……… 行事イベント予定　
2 ～ 5… 地域協議会だより
6 ………  図書館だより
7 ………  公民館だより
8 ～ 10… お知らせ

地域自治センターだより

丸子地域行事イベント予定（4月～6月）

 4月 5日 小・中学校、丸子修学館高校入学式
  15日 安良居神社春祭り
  21日 ハーモニー文化祭2018（音楽村）
  22日 独鈷山千本桜祭り
   鹿教湯文殊堂春祭り
  23日 第1回丸子地域協議会　
 5月 3日 第47回丸子少年野球大会開幕
  13日 第51回丸子早起野球大会開幕
   第39回丸子ソフトボール大会開幕
  25日 まるこ春秋学園開講式　
  27日 国際交流フェスティバル2018 in Maruko
 6月 2日 信州ルネッサンス2018（音楽村）
   春のばらまつり
   （～10日まで：音楽村公園）

Proud!
Japan

復興を支援しよう

「コントラスト」 清水 信義さん

「お地蔵さんの守り桜」 櫻井 肇さん

「陽春の三角農村公園」 清水 信義さん

「親子でサイクリング」 櫻井 肇さん 「岡森諏訪神社の春」 鈴木 誠吾さん

「腰越児童公園花の下の園児達」 鈴木 誠吾さん

「桜越しに見る旧丸子中央病院」 鈴木 誠吾さん「桜の木の下から見た空」 澤山 りんさん「宗龍寺の桜」 櫻井 肇さん

「春の日を浴びて咲く音楽村の芝桜」 清水信義さん「音楽村の水仙」 古川 美菜見さん
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丸子地域自治センターだより  第37号
平成29年度  丸子地域協議会だより

丸子地域協議会だより  市民協働によるまちづくり

第
６
期
地
域
協
議
会
を

振
り
返
っ
て

　２
年
前
に
活
動
を
開
始
し
た

第
６
期
地
域
協
議
会
の
任
期
も

３
月
で
満
了
と
な
り
、次
期
へ
引

き
継
ぐ
季
節
を
迎
え
ま
し
た
。

　第
６
期
地
域
協
議
会
で
は
、こ

れ
ま
で
の
熱
心
な
取
組
み
を
引

き
継
ぎ
、丸
子
地
域
の
さ
ら
な
る

発
展
や
課
題
の
解
決
に
向
け
積

極
的
な
活
動
を
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。こ
の
間
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　昨
年
７
月
に
は
依
田
川
と
内

村
川
の
合
流
点
付
近
に「
リ
バ
ー

フ
ロ
ン
ト
市
民
の
広
場
」が
完
成

い
た
し
ま
し
た
。こ
れ
は
地
域
協

議
会
の
提
案
事
業
で
あ
り「
依
田

川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
市
民
協
働
事

業
実
行
委
員
会
」の
皆
さ
ま
の
研

究
、協
議
等
長
年
に
わ
た
る
活
動

が
見
事
実
を
結
び
形
と
な
っ
た
こ

と
は
、当
地
域
協
議
会
に
と
り
ま

し
て
も
こ
の
上
な
い
喜
び
で
あ
り

ま
す
。

個
性
が
輝
き
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
丸
子
地
域
を
目
指
し
て

　地
域
協
議
会
は
平
成
１
８
年

の
合
併
を
機
に
、地
域
の
個
性
や

特
性
が
生
か
さ
れ
、地
域
力
が
発

揮
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
主
な
目

的
と
し
て
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　住
み
な
れ
た
街
で
誇
り
を
持
ち

な
が
ら
、元
気
で
安
心
し
て
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
丸
子
地

域
を
目
指
し
て
、こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
の
意
見
に
耳
を
傾
け
、皆
さ

ま
の
想
い
を
市
へ
届
け
ら
れ
る
よ

う
、積
極
的
な
活
動
が
展
開
さ
れ

る
こ
と
を
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　丸
子
郷
土
博
物
館
へ
の
公
文
書
館
併

設
の
提
案
を
受
け
、
併
設
に
係
る
課
題

や
今
後
の
博
物
館
の
利
活
用
等
に
つ
い

て
検
討
し
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
公
文
書
館
の
併
設
準
備

に
つ
い
て
は
賛
成
す
る
こ
と
と
し
、
整

備
委
員
会
を
つ
く
り
、
現
環
境
の
改
善

と
今
後
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ

と
や
、
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
新
バ
イ

パ
ス
の
工
事
に
あ
わ
せ
、
博
物
館
に
出

入
り
可
能
な
道
路
整
備
を
行
う
こ
と
、

市
民
か
ら
の
寄
贈
を
受
け
た
美
術
品
や

レ
コ
ー
ド
、
生
活
器
具
な
ど
の
活
用
を

図
る
こ
と
等
の
意
見
を
付
し
、
協
議
結

果
報
告
書
を
市
に
提
出
し
ま
し
た
。

　「
信
州
丸
子
義
仲
祭
り
」
の
実
施
に

あ
た
り
、
事
業
内
容
に
つ
い
て
検
討
し

ま
し
た
。

　４
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
て
き
た
木
曽

義
仲
挙
兵
武
者
行
列
の
イ
ベ
ン
ト
を
軸

と
し
て
、
貴
重
な
地
域
資
源
の
認
知
度

向
上
と
地
域
の
一
体
感
の
更
な
る
醸
成

を
図
る
た
め
「
木
曽
義
仲
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
と
し
て
各
種
団
体
が
連
携
し
、

一
年
を
通
じ
様
々
な
事
業
を
展
開
す
る

よ
う
協
議
結
果
を
ま
と
め
、
提
出
し
ま

し
た
。

第６期丸子地域協議会委員名簿
（敬称略）

 役職 氏     名 自治会名
会　長 久保田和英 下長瀬
副会長 工藤　裕子 中丸子
委　員 大神　文子 海　戸
委　員 小澤　　厚 中丸子
委　員 掛川　忠康 海　戸
委　員 後藤　有希 石　井
委　員 齋藤　　明 西　内
委　員 佐藤　重喜 三反田

委　員
 澤山定夫（H29.4月から） 下和子

　　　 櫻井義明（Ｈ29.3月まで） 和　子
委　員 田村　裕子 御嶽堂

委　員
 寺島信幸（H29.4月から） 尾野山

　　　 金井良光（Ｈ29.3月まで） 尾野山
委　員 永井　静江 西　内
委　員 堀内百合子 藤原田
委　員 牧内　由貴 飯　沼
委　員 八木沢啓一 石　井
委　員 山岸　嘉幸 上長瀬
委　員 横山　佳栄 坂　井
委　員 吉池美智恵 飯　沼
委　員 依田　勝夫 下丸子
委　員 綿谷　憲一 三反田

丸
子
郷
土
博
物
館
に
関
す
る
研
究
会

木
曽
義
仲
関
連
事
業
に
関
す
る
研
究
会

研
究
会
で
の
活
動

２
つ
の
研
究
会
が
設
置
さ
れ
研
究
・
協
議
を
行
い
ま
し
た

　こ
の
た
び
第
６
期
丸
子
地
域
協
議
会
は
、
平
成
28
年
４

月
か
ら
平
成
30
年
３
月
ま
で
の
２
年
間
の
委
員
の
任
期
が

終
了
し
ま
し
た
。

　こ
の
間
、地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
た
研
究
等
を
進
め
る

と
と
も
に
、市
に
対
し
、さ
ま
ざ
ま
な
提
言
を
行
い
ま
し
た
。

　第
６
期
地
域
協
議
会
の
活
動
結
果
な
ど
を
報
告
し
ま
す
。

会
長
あ
い
さ
つ

会
長   

久
保
田  

和
英



3

公共交通に関する分科会

丸子地域の子育て支援に
関する分科会

新しい観光分科会

　丸
子
地
域
循
環
バ
ス
「
ま
り
ん
こ
号
」
の
ル
ー
ト
変
更
や
、

地
域
内
の
公
共
交
通
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　「ま
り
ん
こ
号
」
に
関
し
て
は
、
分
科
会
委
員
が
実
際
に
ま

り
ん
こ
号
に
乗
車
し
、
乗
客
か
ら
利
用
に
係
る
話
を
伺
う
と
と

も
に
、
走
行
ル
ー
ト
に
お
け
る
課
題
等
を
確
認
し
ま
し
た
。

　検
証
や
検
討
を
重
ね
た
結
果
、
発
着
点
と
ル
ー
ト
の
一
部
変

更
、
ダ
イ
ヤ
改
正
等
を
盛
り
込
ん
だ
変
更
案
を
策
定
、
上
田
市

公
共
交
通
活
性
化
協
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
、
平
成
29
年
４

月
１
日
か
ら
新
ル
ー
ト
に
よ
る
運
行
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　ル
ー
ト
改
正
後
の
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
便
利
に
な
っ

た
」
と
の
意
見
を
多
く
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
後
も
、
よ
り

多
く
の
皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
や
、
地
域
観
光
で
の
利
用
促

進
に
つ
な
が
る
よ
う
、
引
き
続
き
ル
ー
ト
の
検
証
、
他
地
域
と

の
連
携
に
よ
る
公
共
交
通
の
充
実
な
ど
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
く
よ
う
申
し
送
り
い
た
し
ま
す
。

３
つ
の
分
科
会
が
設
置
さ
れ
現
地
調
査
や
協
議
を
行
い
ま
し
た

　丸
子
地
域
の
よ
り
よ
い
子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
づ
く
り
を
目
指

し
、
研
究
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　３
歳
以
下
の
お
子
さ
ん
の
い
る
保
護
者
を
対
象
と
し
た
、
子
育
て
に

必
要
な
情
報
が
掲
載
さ
れ
た
「
丸
子
ち
ゃ
ん
カ
レ
ン
ダ
ー
」
の
試
作
を

は
じ
め
、病
気
療
養
中
又
は
回
復
期
の
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
る「
病

児
保
育
施
設
」
や
、
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
人
と
、
お
手
伝

い
を
し
た
い
人
の
相
互
援
助
活
動
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
」、
世
代
間
交
流
や
食
事
提
供
、
学
習
支
援
等
を
目
的
と
し
た
「
こ

ど
も
食
堂
」、
丸
子
中
央
小
学
校
に
併
設
さ
れ
て
い
る
「
丸
子
中
央
児

童
ク
ラ
ブ
」
の
視
察
を
行
う
等
、
活
発
な
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　ま
た
現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
、わ
か
く
さ
幼
稚
園・み
な
み
保
育
園・東
内
保

育
園
の
統
合
に
つ
い
て
話
し
合
い
等
を
行
う「
丸
子
三
園
統
合
検
討
委
員
会
」

に
正
・副
分
科
会
長
が
参
加
し
、分
科
会
と
し
て
の
意
見
を
提
案
し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
今
期
に
取
り
組
ん
だ
内
容
や
、
新
た
な
課
題
に
つ
い
て
研

究
・
検
討
し
て
い
く
よ
う
申
し
送
り
い
た
し
ま
す
。

　観
光
と
農
業
・
商
業
・
工
業
（
異
業
種
）
の
連
携
に
つ
い
て
研
究
・

検
討
を
行
い
ま
し
た
。

　「新
し
い
観
光
」
に
と
ら
わ
れ
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
皆
さ
ん
と

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
、
丸
子
地
域
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目

的
に
「
丸
子
地
域
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
交
流
会
」（
異
業
種
交
流
会
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　主
に
、
各
業
種
が
連
携
し
て
丸
子
地
域
の
情
報
を
S
N
S
等
で
発

信
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
会
は
農
業
・
商
業
・
工
業
・
観
光
な
ど
、業
種
の
異
な
る
皆
さ

ん
が
集
ま
る
絶
好
の
機
会
で
あ
る
こ
と
か
ら
、各
業
種
の
現
状
な
ど
に
つ

い
て
情
報
共
有
し
な
が
ら
、今
後
の
丸
子
地
域
の
た
め
に
知
恵
を
出
し

合
う
意
見
交
換
の
場
と
し
て
、定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　今
後
は
、
交
流
会
等
の
内
容
が
ま
す
ま
す
充
実
す
る
よ
う
、
ま
た

新
た
な
課
題
に
つ
い
て
研
究
・
検
討
し
て
い
く
よ
う
申
し
送
り
い
た

し
ま
す
。

分科会の様子

「信州こども食堂inこもろ」視察の様子

「丸子地域まちづくりに関する交流会」での様子

分
科
会
で
の
活
動
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地域協議会の活動 ●3月 20日（第 13回会議）●2月 27日（第 12回会議）　
１ 次の事項について協議をしました。
○上田市スポーツ施設整備計画について
　　丸子地域にあるスポーツ施設の今後の整備手法等について、
協議を実施。

○上田市丸子地域自治センター耐震化工事について
　　耐震化工事基本計画の素案について、協議・検討を実施。
２ 以下のとおり報告がありました。
○上田市鹿教湯温泉センター「クアハウスかけゆ」及び上田市鹿教
湯温泉国民宿舎鹿月荘の今後の方針について

　　両施設の今後の方針・スケジュールについて報告。
○分科会及び研究会での検討状況について

・新しい観光に関する分科会 ― 2/22開催予定の「丸子地域ま
ちづくり交流会（異業種交流会）」の内容について、協議を実施。

・丸子地域の子育て支援に関する分科会 ― 今期のまとめと来
期への引き継ぎ内容について協議を実施。

・市民活動団体交流会実行委員会 ― 2/17交流会を開催。丸子
地域で活動している24団体が参加し、討議・交流を実施。

　平成30年度わがまち魅力アップ応援事業（第1回募集分）の
選考審査及び継続事業分審査報告を行いました。
　また次の事項について協議をしました。
○上田市スポーツ施設整備計画に係る意見書（案）について
　　丸子地域にあるスポーツ施設の今後の整備手法等につい

て、意見を付して概ね賛成とする意見書の提出を決定。
○上田市丸子地域自治センター耐震化工事基本計画（案）に関す

る協議結果報告書（案）について
　　耐震化工事基本計画（案）について、賛成とする報告書の提出を決定。
○第７期丸子地域協議会への申し送り事項について
　このほか以下のとおり報告がありました。
○分科会及び研究会での検討状況について

・新しい観光に関する分科会 ― 「丸子地域まちづくり交流会
（異業種交流会）」開催を受けての意見交換を実施。

・丸子地域の子育て支援に関する分科会 ― 今期の総括を行
い、来期への引き継ぎ事項の検討を実施。

・公共交通に関する分科会 ― 今期の総括を行い、来期への引
き継ぎ事項の検討を実施。

平成29年度  丸子地域協議会だより

平成29年度 わがまち魅力アップ応援事業の活動団体を紹介します
団体名 事業名 内　　　容 種別

下和子素浪人の会 地域の史跡整備と伝承 昔から地域にある湧水地や合併舎、地蔵様等の史跡の正確な由来について調査し、後世に伝承する。 継続

尾野山史跡めぐり協議会 尾野山史跡めぐり遊歩
道の整備

昭和 40 年愛宕山の眺望が丸子八景となるのを契機に、遊歩道が整備されたが管理がされず荒れて
しまった。ルートを見直し遊歩道を整備し、多くの市民の皆さんが楽しめるコースを作る。 継続

中丸子自治会下組分会 ベルシティ地域交流（り
んご祭り）事業

地域の伝統行事「りんご祭り」と「まるこベルシティまつり」の合同開催を実施することにより、世代間・
地域間交流を通じ、伝統行事の継承・地域の発展を目指す。 継続

信州じゃ～麺研究委員会 新グルメ（信州じゃ～麺）
で地域活性化事業

地元食材を使用して生み出された新グルメを市内外にへ発信することにより、地域に多くの人々を誘
客するとともに、地域内の様々な団体等と連携、協働し、地域に一体感と絆を醸成する。 継続

まるこベルシティまつり
実行委員会 まるこベルシティまつり

公共、医療・介護、商業施設が集積する旧カネボウ跡地において、自治会、商工団体、市民グループ、
医療機関等が一体となり「まるこベルシティまつり」を開催。市民のまちづくりに向けた協働の機運
を高め、交流を促進し、丸子地域の魅力アップにつなげる。

継続

信州国際音楽村 バラの会 信州国際音楽村公園　
花壇整備事業

　花と緑を通じ憩い、交流、学習ができる花壇の整備と、「ばらまつり」等のイベントや、「バラの育
て方講習会」を開催し、多くの市民や観光客が集い、親睦の輪が広がる場を創出する。 継続

中丸子歴史研究会 シルク繁栄今昔物語事業 江戸時代から現在までの養蚕・紡績業までの記録を広い地域から収集し、その歴史を冊子にまとめ、
散逸し消えてしまう恐れのある歴史的記録を後世に引き継ぐ。 継続

チームあったかい輪
暖かで豊かな地域づくり
生きがい、ふれあい地域
多機能ステーション事業

地域交流カフェや健康講座や子育て講座などを開催し、いつでも誰でも気楽に立ち寄れるステーショ
ンづくりを行う。暮らしやすいまちづくりや、精神的・身体的に健康な人づくり、地域の活性化を目指す。 継続

石井夏祭り実行委員会 子ども相撲＆盆踊り
地域交流事業

伝統行事の「盆踊り」と「子ども相撲大会」の2つの事業を「夏祭り」として同時開催し、子どもか
らお年寄りまで幅広い世代間の交流、心の交流を行いながら伝統文化を次世代に継承する。また自
治会活動や魅力ある地域づくりへの参加の機運を高める。

継続

飯沼自治会 中城ほたるの里
整備事業

蛍の観賞や自然観察、住民同士の交流が安全に出来るよう、腐食の激しい木製遊歩道を整備する。
また自然環境の保全などに興味を持てる場を創出する。 継続

鹿教湯温泉 100 年ブランド
創造プロジェクト

「信州うえだ健幸都市
　　推進事業実行委員会」

～健康の里発～
健やか・幸せ 健幸実感
事業

県内・県外からの誘客を図り「健康の里」鹿教湯温泉の新しい運動として、水中用ポールを用いたウォー
キングの普及・啓発を行う。また認知症に対する理解と予防のための講演会や、予防運動等の体験
会を開催する。

継続

上田市防災士等連絡協議会 上田地域防災・減災
対策自助事業

災害ハザードマップを参考に、身近な場所にある危険箇所を把握し、地域住民に周知する。また専
門家による講演や研修会を開催し、自助に係る防災技量のレベルアップを図る。 継続

鹿教湯元気プロジェクト
実行委員会

鹿教湯元気プロジェク
ト

「かけゆの春フェス」等のイベント開催を通じ、湯治やリラクゼーション、健康管理・増進の場として、
鹿教湯温泉の利用向上、活性化を図る。また保育園・小学校及び病院や老人施設、観光客等の皆さ
んが交流できる場を提供する。

継続

霊泉寺温泉自然 JUKU
プロジェクト
アウトドア部

アウトドアスポーツが楽し
める温泉地の発信＆ネイ
チャーイベント開催事業

霊泉寺温泉や平井地区周辺の緑豊かな大自然を生かした、アウトドアスポーツイベントを開催し、広
く県内・外にアウトドアスポーツが楽しめる温泉地として発信する。スポーツを通じて、健康増進や
地域間・世代間の交流を図る。

継続

「西内時報」の会 「西内時報」復刊事業 鹿教湯や西内地域の活性化を図るため、さまざまな情報を掲載した「地域紙」を住民向けに定期的
に発行し、地域の課題解決などに向けた活動につながる機運を高める。 継続

上田グローカルネットワーク 「地域と世界のかけ橋
プロジェクト」

子ども達を中心に幅広い交流活動を通じて、国際化を体験できる機会を増やし、将来世界で活躍で
きる人材を育成するとともに、世界と地域が繋がる活動を行い地域の活性化を目指す。 継続

雷電為右衛門実行委員会 雷電為右衛門学び舎の
郷（長瀬村）

文武両道であった力士・雷電が、旧長瀬村の石尊の辻や寺で過ごした期間をまとめ、これらの歴史
を共有し後世に伝承する活動を通じ、交流促進等を図る。 新規

「古民家コンサート」を
支援する会

深山古民家コンサート
事業

肩肘張らず気楽な雰囲気の中、質の高い音楽や芸能・合唱等を楽しみながら、子どもから年配の方
まで世代間・地域間の絆づくりや交流を行い、文化の薫る地域を目指す。 新規

信州だから元気 手のひらを太陽にスカ
してみよう

ヴァーチャルリアリティーを活用し認知症や高齢者の状態を知る機会の提供により、市民をはじめ医
療・福祉関係者における介護の軽度化を目指す。 新規

辰ノ口竹林活性化
プロジェクト 荒廃竹林の活性化事業 里山や竹林の荒廃を改善するため、伐採した竹を使ったおもちゃ等を子ども達と一緒に作製し、青

少年の健全育成や伝統文化の継承、周辺環境の整備を行い環境保全を目指す。 新規
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平成29年度 わがまち魅力アップ応援事業実績報告平成29年度 わがまち魅力アップ応援事業実績報告

　２
月
17
日（
土
）、
丸
子
地
域

協
議
会
主
催
に
よ
る
第
７
回
市
民

活
動
団
体
交
流
会
を
、
丸
子
ふ
れ

あ
い
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
開

催
し
ま
し
た
。

　こ
の
交
流
会
に
あ
わ
せ
、
平
成

29
年
度
わ
が
ま
ち
魅
力
ア
ッ
プ
応

援
事
業
実
績
報
告
会
も
行
わ
れ
ま

し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
と
し
て
、
雅
楽
の
演
奏
復

活
の
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
、
雅
楽

の
演
奏
が
あ
り
、
今
年
度
補
助
を

受
け
活
動
し
て
い
る
20
団
体
の
皆

さ
ん
が
、
事
業
の
成
果
や
苦
労
し

て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
表
し
情
報

を
共
有
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
地
域
協
議
会
委
員
を
含

む
約
60
名
の
参
加
者
は
、
４
つ
の

テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
団
体
の
活
動
を
地
域
の
中
で
ど

の
よ
う
に
活
か
し
定
着
さ
せ
る

か
、
若
者
を
巻
き
こ
む
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
な
ど
、
活
発
に
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　座
長
の
丸
子
地
域
協
議
会
齋
藤

明
委
員
（
西
内
）
は
「
以
前
か
ら
、

補
助
金
終
了
後
の
事
業
の
継
続
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
交

流
会
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
を
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
に
役
立
て
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
丸
子

地
域
に
は
た
く
さ
ん
の
地
域
資
源

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

活
発
に
活
動
を
続
け
て
く
だ
さ

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1011／有線24510

地域協議会で話し合われた詳細な内容は、ホームページに掲載しています。　「丸子地域協議会」で検索してください。
http://www.city.ueda.nagano.jp/mtiiki/shise/chiikizukuri/kyogikai/maruko/index.html　

市民活動団体交流会第7回

市民活動団体
交流会参加団体（23団体）

（順不同）

●上田飯沼史学会
●尾野山史跡めぐり協議会
●ゆうあいまるこ
●中丸子やまびこ会
●霊泉寺温泉自然JUKU
　プロジェクトアウトドア部

●西内時報の会
●信州国際音楽村公園バラの会
●上田グローカルネットワーク
●中丸子歴史研究会
●雅楽の演奏復活の会
●チームあったかい輪
●飯沼自治会
●石井夏祭り実行委員会
●小鍋立ての会
●独鈷山千本櫻の会

●中丸子自治会下組分会
●ふれあい広場の会
●下和子素浪人の会
●信州じゃ～麺研究委員会
●箱山城・桜ロードの会　　　　　　　　
●まるこベルシティまつり実行委員会
●上田市防災士等連絡協議会
●鹿教湯元気プロジェクト実行委員会
●鹿教湯温泉100年ブランド創造プロジェクト
　「信州うえだ健幸都市推進事業実行委員会」



図書館だより

問 丸子図書館　電話42-2414／有線24602

～知りたい、学びたい、楽しみたいを応援します～
カブトムシの館長さん
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月 火 水 木 金 土日
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

4月
月 火 水 木 金 土日
1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24
31

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

5月
月 火 水 木 金 土日

1
8
15
22
29

2
9
16
23
30

3
10
17
24

4
11
18
25

5
12
19
26

6
13
20
27

7
14
21
28

6月

図書館カレンダー 赤い日が休館日（毎週月曜日、振替休日、月末整理日）です。 ほんのむしくん

ゾロリと一緒に楽しいひとときを過ごしました！
　2月17日（土）、丸子図書館開館 5周年記念最後のイベント、「ワク
ワクドキドキ楽しいおはなし会」が開催されました。
　当日は 45組の親子ほか150人のみなさんが、ポプラ社読書アドバイ
ザーの堀玲子さんによる、とても楽し
い読み聞かせを満喫しました。そして
お待ちかねの「かいけつゾロリ」が登
場すると、子ども達は大興奮。みんな
のヒーローのおはなし会や、一緒に写
真撮影をしたり、プレゼントをもらっ
たりと楽しいひとときを過ごしました。
　これからも「地域の図書館」として、み
なさんに愛される図書館を目指します。

　児童コーナーに設けた展示ブースでは、「『知りたい！』が未来をつくる」をテー
マに、科学に関する本が勢ぞろいしました。
　「昆虫ハカセに動物ハカセ。好きこそ最高の勉強だ！ふみだせ冒険！きみは好奇
心の探検隊！失敗なんてこわくない！」と子ども達の好奇心が目覚める、たくさ
んの新刊本も取り揃えて展示しています。また読書週間中（4/23～5/12）には、
図書館職員おすすめのコーナーも展示しますので、あわせてお楽しみください。

●児童 展示コーナー  《科学道100冊 ジュニア》

●おはなし会を開催しています

お知らせコーナー　これからのイベント予定

情報コーナー　

　3月4日（日）、丸子史料研究会と共催で、元上田市立博物館長の寺島隆史先生
を講師に、「古文書から見る丸子地域の歴史『御用書留帳』－天保13年下丸子村
－4月17日～8月18日の記事を読む」と題して、昨年に続き講習会を開催しました。
　天保の改革として、ぜいたくを一掃し質素倹約を進めた時代。寺島先生の説明
を聞きながら当時を想像し、熱心に古文書を読み解きました。

　毎月第3土曜日、午前10時30分から、おはなしボランティアのみなさんによる
「おはなし会」を開催しています。
　絵本や読み聞かせ、パネルシアターや紙芝居、人形劇など
もりだくさんの企画でお待ちしています。
　年間予定などの詳細は、館内のチラシやホームページをご覧ください。

●近世文書講習会を開催
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丸 子 公 民 館 だ よ り

問 丸子地域教育事務所・丸子公民館  社会教育係　電話42-3147／有線24722

シンポジウム「 子どもたちの将来をみんなで考える
　　　　　　　     ～学校・家庭・地域の役割と協働～」 が開催されました

～ 次回の 抱っこ de ライブ ～

ヴァイオリン大井俊恵さん、トランペット齋藤栄実子さん、ピアノ清水裕美さん

抱っこ ｄｅ ライブ

　２月15日（木）丸子文化会館小ホールで「子どもた
ちの将来をみんなで考える～学校・家庭・地域の役割
と協働～」と題し、シンポジウムが開催されました。
　2020年度から学習指導要領や大学入試制度が変
わるなど、子どもたちを取り巻く環境が大きく変化
する中、子どもたちが将来を生き抜くためには、どん
な力をつけ、どんな学びをしなければならないのか、
シンポジストの丸子中央小学校 宮原明人校長、丸子
中学校 宮下昌史校長、丸子修学館高校 両角文秋校
長から教育の最前線で日頃感じていることをお聞き
し、それに対し学校、家庭、地域の方々140人の参加者
全員で考え、活発な意見交換が行われました。

　1月25日（木）、26日（金）の2日間、信州国
際音楽村研修センターで、抱っこdeライブ
が開催されました。
　小さなお子さんを抱っこしたまま演奏を
聴き、日ごろの緊張をほぐして笑顔で子育て
の時間を過ごしていただくよう、子育て中の
親御さんや祖父母の方など、延べ33組の皆
さんが参加されました。演奏の合間に楽器
の紹介やふれあい、子育ての体験談もあり、
音楽を通じ参加者も一緒に交流しました。

日　時 ● 4/24㈫・26㈭ 午前10時30分～11時30分（開場10：00）
場　所 ● 信州国際音楽村生涯学習の里研修センター
出　演 ● 24日／ピアノ：藤澤　理絵さん　歌：山岸美寿々さん
　　　　  26日／ピアノ：山野井晶子さん　歌：山岸美寿々さん
対　象 ● 市内在住の未就学親子
参加費 ● １組100円　　●申込は４月9日（月）以降、電話で。



№5地域で活躍する高齢者のみなさんを紹介します

い
き
い
き
と
活
動
し
な
が
ら 

  
地
域
で
支
え
合
う
社
会
へ
　

自
主
的
に
地
域
で
活
動
す
る
高
齢
者
の
グ
ル
ー
プ
を

紹
介
し
、
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

　
毎
月
、老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
た

ん
ぽ
ぽ
」を
利
用
し
、会
員
の
交
流・

親
睦
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　１
月
の
交
流
会
の
前
に「
ご
み
減

量
化・再
資
源
化
」に
つ
い
て
の
勉
強

会
を
開
催
し
ま
し
た
。武
井
昌
子

会
長
か
ら「
き
れ
い
な
環
境
を
次
世

代
へ
引
き
継
ぐ
た
め
に
、

今
日
の
お
話
を
友
人
や

家
族
に
も
伝
え
て
く

だ
さ
い
」と
あ
い
さ

つ
が
あ
り
ま
し
た
。

　高
齢
者
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
拠
点
と
し

て
、ま
た
高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
趣
味
活

動
の
場
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　地
域
の
高
齢
者
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

い
る
方
で
、お
お
む
ね
1
0
名
以
上
の
グ

ル
ー
プ
で
あ
れ
ば
、無
料
の
送
迎
バ
ス
を

利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

沢
田
福
寿
会

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー「
た
ん
ぽ
ぽ
」

※
平
成
30
年
2
月
1
日
現
在
、
丸
子
地
域
の
高
齢
化
率
は
32
・
97
％
（
先
月
比
＋
0
・
09
％
）

月１回、保健師による健康相談を行っています

問 市民サービス課（高齢者支援担当）電話42-0092／有線24583

問 農業委員会事務局（産業観光課内）  電話42-1037／有線24581
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　農業委員会等に関する法律の改正に伴い、平成30年７月20日から上田市農業委員会の体制が変わります

1 農業委員会の役割が「農地利用の最適化の推進」として強化されました
　●「担い手への農地集積・集約化、遊休農地の発生防止・解消」等について、

これまでの任意業務から必須業務へと変更されました。　
2 農地利用最適化推進委員が新設されました
　●1を達成するため、農地利用最適化推進委員を農業委員会が委嘱し、
自らの担当地域において、担い手への農地利用の集積・集約化、遊休
農地の発生防止・解消、新規参入の推進等の地域における現場活動を
行います。

　●農地利用最適化推進委員の選出方法については、農業委員会が定める
区域ごとに、推薦・公募を実施し、その情報を整理し公表するとともに、
その結果を尊重して農業委員会が委嘱します。　

3 農業委員の選出方法が変更されました
　●新体制では、農業委員会は「農業委員」と「農地利用最適化推進委員」

で構成する組織となりますが、「農業委員」の選出方法が選挙制から、
市議会の同意を必要とする市長の任命制に変更となります。また、農
業委員の過半数を原則として認定農業者とすることになります。

法律改正のポイント
　農業・農村の健全な発展に寄与
するため、『農地利用の最適化』
を推進する。

法律改正の目的

※『農地利用の最適化』とは

①担い手への農地利用の
　集積・集約化
②遊休農地の発生防止・解消
③農業への新規就農、
　新規参入の推進

問
合
せ
先
／
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
た
ん
ぽ
ぽ
」

　
　
　
　
　電
話
４
２‐５
１
２
２
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きれいなさくらや花の写真を募集します

⑴作品の内容／丸子地域内のきれいなさくらや花の写真
　　　　　　　※できるだけ人物も一緒に写っている作品
⑵応募資格／上田市に在住または在勤する方
⑶募集期間／平成30年４月２日（月）から６月９日（金）まで
⑷作品の提出先／丸子地域自治センター　地域振興課
　　　　　　　　地域政策係（丸子地域自治センター３階）
　　　　　⑸大きさの基準等

ア　写真サイズは問いませんが、展示・印
刷の都合上、できるだけ大きなサイズ
で撮影してください。

イ　デジタルデータで提出してください。
（１人３点までご応募可能です。プリ
ント写真も受け付けます。）

　今号の自治センターだよりの表紙には、昨年、丸子地域協議会が募集した、丸子地域の「きれいなさくらや花の写真」にご応募い
ただいた作品を掲載しました。いずれの写真も春の風景を切り取ったほっとする温かい作品で、撮影者の個性が光っています。
　今年も丸子地域協議会では、丸子地域のきれいなさくらや花を写真に収めることで、地域の魅力の再発見と共に住民参加
のまちづくりへの機運向上を目的として、上田市の花であるきれいな「さくら」と地域の美しい花の写真を募集します。

⑹その他
　　ア　作品の提出時に、以下の情報を応募用紙にご記入
　　　　いただきます。
　　　　※事前に各項目を確認のうえご応募ください。
　　　　①題名、住所、氏名、撮影場所、撮影日時
　　　　②作品紹介（作品に込めた想いや伝えたいこと。
　　　　　工夫した点など。）
　　イ　電子メールでの提出も可能です。電子メールで提
　　　　出の際は、問い合わせ先へ上記「ア」①、②の応
　　　　募事項を記載のうえ送付してください。
　　　　e-mail：mtiiki@city.ueda.nagano.jp
　　ウ　応募者の情報（住所、氏名等）や作品（写ってい
　　　　る人物や建物を含む）については、作品展示など
　　　　の際に公表しますので、あらかじめこれらの事項
　　　　が公表されることに同意のうえご応募ください。
　　エ　応募作品についての著作権、使用権は主催者に帰
　　　　属することとし、各種の行政資料などに活用させ
　　　　ていただきます。

応 募 規 定

参加者全員に
記念品を贈呈します。

参加賞

問 地域協議会事務局（地域振興課内）　電話42-1011／有線24510

信州ルネッサンス2018
　大勢のみなさんにお楽しみいただいております「信州ルネッサンス」を今年も開催します。
　6月2日（土）の「信州ルネッサンス野外フェスティバル」をはじめとし、６月いっぱいに
かけて様々なコンサートやイベントを下記のとおり行います。

★式典：午前10時～
★野外パフォーマンス広場：午前11時～
　出演は、地域の各団体のみなさんです！
★楽市マルシェ：午前10時～
★信州国際音楽村カラオケ王座決定戦
★信州国際音楽村花火大会　　　ほか

6
3 日

問 音楽祭実行委員会（信州国際音楽村内）電話42－3436／有線22871

参加者
大募集

「野外フェスティバル」を
一緒に盛り上げていただける
方を大募集します。

信州国際音楽村開村31周年記念

野外フェスティバル6
2 土

●楽市マルシェ参加者・出展者
　（展示・バザー・パフォーマンス）
●パフォーマンスステージ参加者
　（音楽・ダンスなどのステージ発表）
●運営ボランティアスタッフ

【ルネッサンスシリーズ2018】 　 場所／ホールこだま

金子三勇士  ピアノカンファレンス＆ コンサート
●出演：金子三勇士
●カンファレンス：午後1時～
●コンサート：午後６時～

金子三勇士

●入場料〈前売り〉一般2,500円（当日3,000円）
　　　　　　　　  小・中学生500円
　　　　〈カンファレンスのみ〉
　　　　　一般1,000円、小・中学生500円

●出演：奥村晶クインテット／奥村晶（Tp）、片岡雄三（Tb）、佐久間優子（Pf）、
　　　　　　　　　　　　　 中村健吾（B）、高橋徹（Drs）
●入場料：前売り一般2,500円（当日3,000円）、小・中学生500円

6
10 日 アントネッロコンサート～笛の楽園 （仮題）

●出演：アントネッロ　●入場料：前売り一般2,500円（当日3,000円）、小・中学生500円

6
24日

彌勒忠史 ～ 0歳からのコンサート
●出演：彌勒忠史（カウンターテナー）ほか
●入場料：前売り一般2,500円（当日3,000円）、小・中学生500円

6
29金

奥村晶ジャズクインテット

かね     こ           みゅうじ

おく    むら    しょう

み      ろく    ただ      し
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自治会名が変更になりました水辺だより
依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会

問 依田川リバーフロント市民協働事業実行委員会（地域振興課内）
　 電話42-1011／有線24510 問 地域振興課  電話42-1011/有線24510　

　当委員会において、8月3日から11月30日まで募集し、ご応募いただき
ました「川の絵・川の写真」を、丸子中央病院ロビーと丸子地域自治センター
ロビーに展示をしました。
　訪れた方は「やさしい色合いの川の
流れに、とても癒された」「それぞれ
個性があり見ごたえがあった」と、興
味深く観賞していました。

　このたび、長瀬地区の町組自治会
の名称が変更となりました。

　公共施設や店舗など、様々な施設に設置さ
れている障がい者等用駐車区画を適正にご利
用いただくため、障がいのある方や高齢の方、
妊産婦の方など歩行が困難な方に、県内共通
の利用証を長野県が交付します。利用証は、
この制度に賛同する協力施設の専用の案内表
示のある駐車区画で利用できます。

　また、車いす使用者が優先利用できる幅広の駐車区画に加え、歩行
困難な方などのために設けられている、施設出入口付近の通常幅の駐
車区画を優先的に利用できます。

　聞こえが不自由なことを表す、国内で使用されてい
るマークです。同時に聞こえない人、聞こえにくい人
への配慮を表すマークでもあります。聴覚障がい者は

見た目にはわからないために、誤解されたり、不利益をこうむったり、
社会生活上で不安が少なくありません。このマークを提示された場
合は、相手が「聞こえない・聞こえにくい」ことを理解し、コミュニケー
ションの方法等への配慮が必要です。

　世界盲人連合で、1984年に制定
された盲人のための世界共通のマークです。視
覚障がい者の安全やバリアフリーに考慮された
建物、設備、機器などに付けられています。信号
機や国際点字郵便物・書籍などで見かけます。

　なお、自治会名の変更は
平成30年3月1日からです。

●旧自治会名　町組自治会
　　　　　　　　　↓
●新自治会名　長瀬中央自治会

丸子地域自治センター  地域振興課
〒386-0492  上田市上丸子 1612   電話 42-1011   有線 24510   FAX43-3666
E-mail▶mtiiki@city.ueda.nagano.jp
http://www.city.ueda.nagano.jp/mtiiki/index.html

丸子地域主なできごと（2月～3月）
地域づくりに関する
提案をお寄せください。

地域の素晴らしい風景（残したい風景）や
話題の写真をお寄せください。

皆さんの力作を展示しました

問 市民サービス課 （福祉担当）　電話 42－1118／有線 24474

日本では、食べられるのに廃棄される
食品、いわゆる「食品ロス」が年間
621万トンもあります。

【食べもののもったいない話】

●本紙は環境に配慮し、古紙配合率100％再生紙とベジタブルインクを使用しています。

【信州パーキングパーミット】 （障がい者等用駐車場利用証）

【耳マーク】 【盲人のための
  国際シンボルマーク】

　街で見かける障がい者に関するマークについてご紹介します。みんなが
暮らしやすいまちは、一人ひとりの理解からはじまります。

 2月 17日　わがまち魅力アップ応援事業
　　　　　　　　平成29年度実績報告会および
　　　　　　　　市民活動団体交流会
　　　　　　　　（第11回丸子地域協議会）

  20日　みんなの人権セミナー第2講座
  23日　丸子公民館講座作品展示会
　　　　　　　　（丸子文化会館）

　　　　　　　　まるこ春秋学園閉講式
  27日　第12回丸子地域協議会　　
 3月 13日　みんなの人権セミナー第3講座
  23日　第13回丸子地域協議会
　　

丸子 平成30年/2018. 4.１発行

地域自治センターだより  第62号
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